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Abstract: 平成 6 年（1994 年）10 月に新潟薬科大学薬学部に奉職して 24

回目の冬を迎えている。幸い大過なく、この 3 月末で定年を迎えることが

できることを心から感謝している。25年に渡って新潟で行ってきたペプチ

ド研究をまとめ、紹介させていただくことでご支援ご鞭撻をいただいた関

係の皆さまへのお礼としたい。具体的に、新規固相合成法を基盤とした硫

酸化チロシン含有ペプチドの生物有機化学的研究、硫酸化チロシンの関与

する生体反応の解析研究、タンパク質硫酸化の機能解明研究、抗硫酸化モ

ノクローナル抗体作成による硫酸化プロテオーム解析研究等を紹介したい。 
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